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（財）財務会計基準機構会員  

 

平成 19 年９月 25 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 

代表者名 代表取締役社長 高橋 新 

（コード番号 5852 東証第２部） 

問合せ先 執行役員経理部長 樋沼 国寿 

（TEL 03-5332-6001） 

 

 

（訂正）平成 17 年３月期 中間決算短信（連結）の一部訂正について 

 

平成 16 年 11 月 16 日に発表いたしました「平成 17 年３月期 中間決算短信（連結）」の一部に訂正を要す

る箇所がありましたので、下記のとおり訂正いたします。訂正箇所には  線を付して表示しております。

なお、訂正理由については、本日発表の「（訂正）平成 19 年３月期 決算短信及び過年度分の決算短信の一

部訂正について」をご参照ください。 
 

記 

５．中間連結財務諸表等 

（1）中間連結貸借対照表 

 

（訂正前） 

    
前中間連結会計期間末 

（平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間末 

（平成16年９月30日） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成16年３月31日） 

区分 注記 
番号 金額（百万円） 構成比

（％） 金額（百万円） 構成比 
（％） 金額（百万円） 構成比

（％）

（資産の部）    

２ 無形固定資産    

無形固定資産   263 448  331

    

 

 

（訂正後） 

  
前中間連結会計期間末 

（平成15年９月30日） 

当中間連結会計期間末 

（平成16年９月30日） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成16年３月31日） 

区分 注記 
番号 金額（百万円） 構成比

（％） 金額（百万円） 構成比 
（％） 金額（百万円） 構成比

（％）

（資産の部）    

２ 無形固定資産    

無形固定資産   263 451  331
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（3）中間連結剰余金計算書 

  

（訂正前） 

  
前中間連結会計期間 

（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日）

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

    
    
    

（利益剰余金の部）    

Ⅰ 利益剰余金期首残高  13,552 15,843  13,552

Ⅱ 利益剰余金増加高    

１．中間（当期）純利益  727 410  1,900 

２．連結子会社の増加等に 
よる利益剰余金増加高 

 － 1,070  406 

３．持分法適用会社の増加 
による利益剰余金増加高

  

４．合併による利益剰余金 
増加高 

 

156

－ 884

－

－ 1,480 

156 
 
 

671 3,133

Ⅲ 利益剰余金減少高    

１．配当金  62 161  62 

２．役員賞与 
（うち監査役分） 

 
20
(1)

28
(1)

 
20 
(1) 

３．持分法適用会社の減少等
による利益剰余金減少高

 － 83 1,077 1,266 760 844

Ⅳ 利益剰余金中間期末 
（期末）残高 

 14,352 16,053  15,843
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（訂正後） 

  
前中間連結会計期間 

（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前連結会計年度の 
連結剰余金計算書 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日）

区分 
注記
番号 

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円） 

    
    
    

（利益剰余金の部）    

Ⅰ 利益剰余金期首残高  13,552 15,843  13,552

Ⅱ 利益剰余金増加高    

１．中間（当期）純利益  727 410  1,900 

２．連結子会社の増加等に 
よる利益剰余金増加高 

 － 1,070  406 

３．持分法適用会社の増加 
による利益剰余金増加高

  

４．合併による利益剰余金 
増加高 

 

156

－ 884

－

－ 1,480 

156 
 
 

671 3,133

Ⅲ 利益剰余金減少高    

１．配当金  62 161  62 

２．役員賞与 
（うち監査役分） 

 
20
(1)

28
(1)

 
20 
(1) 

３．持分法適用会社の減少等
による利益剰余金減少高

 － 83 1,081 1,270 760 844

Ⅳ 利益剰余金中間期末 
（期末）残高 

 14,352 16,053  15,843

 

以 上 


